
 

様式第７号（第 3 条関係）                      （その１） 

 

認 定 基 準 適 合 状 況 調 査 結 果 書 

防 火 対 象 物 名 称 

○○ビル 

 

調 
 

査 
 

者 

１ 

防火安全技術講習 

修 了 者 

（防火避難課程） 

住 所 
東京都千代田区○○町○―○○―○ 

      電話 ○○○（○○○○）○○○      

氏 名 消防 太郎 

修 了 証 番 号 第１２３４５６７８９号 

修 了 年 月 日        ○○年  ○○月  ○○日 

２ 

防火安全技術講習 

修 了 者 

（火気電気課程） 

住 所 
東京都新宿区○○町○―○○―○ 

      電話 ○○○（○○○○）○○○     

氏 名 山田 太郎 

修 了 証 番 号 第１２３４５６７８９号 

修 了 年 月 日       ○○年  ○○月  ○○日 

３ 
防 火 対 象 物 点 検 

資 格 者 

住 所 
東京都千代田区○○町○―○○―○ 

      電話 ○○○（○○○○）○○○ 

 

       電話   （   ）      
氏 名 高橋 太郎 

交 付 番 号 第１２３４５６７８９号 

交 付 年 月 日        ○○年  ○○月  ○○日 

４ 危 険 物 取 扱 者 

住 所 
東京都千代田区○○町○―○○―○         

電話 ○○○（○○○○）○○○ 

氏 名 竹内 太郎 

種 類 甲 種 ・ 乙 種（   類） ・ 丙 種 

交 付 番 号 第１２３４５６７８９号 

交 付 年 月 日      ○○年    ○○月   ○○日 

備考 火災予防条例施行規則第 11 条の 17 第 3 項の規定に基づき、消防総監が指定する者に

調査させた場合、該当する欄に氏名等を記入すること。 

 

（日本産業規格Ａ列４番） 

 

 

② 

① 
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 （その２） 

省略 
 

（その３） 

第１、１ 消防関係法令   

項 目 

認 定 基 準 

の 適 用 
法第１７条

の２の５第

１項の適用 

法 第 １ ７

条 の ３ 第

１ 項 の 適

用 

判 定 調査者 

※ 消防確認 備 考 

消 

防 

用 

設 

備 
 

 

① 
消火器・簡易消火用具・ 

大 型 消 火 器 

□該 当 

□非該当 ― ― 
□適 

□否 

□１ 

□３ 
  

② 屋 内 消 火 栓 設 備 
□該 当 

□非該当 

□有 

□無 

□有 

□無 

□適 

□否 

□１ 

□３ 
  

③ ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 
□該 当 

□非該当 

□有 

□無 

□有 

□無 

□適 

□否 

□１ 

□３ 
  

④ 水 噴 霧 消 火 設 備 等 
□該 当 

□非該当 

□有 

□無 

□有 

□無 

□適 

□否 

□１ 

□３ 
  

 

 

（その４） 

  

項 目 
認定基準 

の適用 

必要とされる防火安全性 

能を有する消防の用に供 

する設備等の概要 

判 定 調査者 ※ 消防確認 備 考 

消
防
用
設
備
等 

令第 29 条の 4 第 1 項 

の必要とされる防火安 

全性能を有する消防の 

用 に 供 す る 設 備 等 

□該 当 

□非該当 
 □適 

□否 

□１ 

□３ 
  

  

項 目 
認 定 基 準 

の適用 

適 用 さ れ る 

消 防 用 設 備 等 
判 定 調査者 ※ 消防確認 備 考 

消
防
用
設
備
等 

令第 32 条・条例第 47 条 

の 適 用 

□該 当 

□非該当 
 □適 

□否 

□１ 

□３ 
  

 

項 目 
認 定 基 準

の 適 用 
特殊消防用設備等の概要 判 定 調査者 ※ 消防確認 備 考 

特
殊
消
防
用
設
備
等 

法第 17 条第 3 項の 

特 殊 消 防 用 設 備 等 

□該 当 

□非該当 

 □適 

□否 

□１ 

□３ 
  

 

項 目 
認 定 基 準 

の 適 用 

適用される消防用設備等又

は 特 殊 消 防 用 設 備 等 
判 定 調査者 ※ 消防確認 備 考 

消
防
用
設 

消 防 用 設 備 等 の 

維 持 
― 

 

― ―   

 

 

 

③ ④ ⑤ ⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑩ 

⑨ 
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（その５） 

省略 
 

（その６） 

 

項 目 
認 定 基 準 

の 適 用 
判 定 調査者 

※ 消防確認 備 考 

避
難
施
設
等
の
維
持 

避 難 施 設 及 び 

防 火 設 備 の 管 理 

□該 当 

□非該当 

□適 

□否 

□１ 

□３ 

  

劇場等の客席 □該 当 

□非該当 

□適 

□否 

□１   

キ ャ バ レ ー 等 及 び 

飲 食 店 の 客 席 

□該 当 

□非該当 

□適 

□否 
□１   

 

項 目 
認 定 基 準 

の 適 用 

適 用 さ れ る 

客 席 ・ 避 難 通 路 
判 定 調査者 ※ 消防確認 備 考 

の

維

持

管

理 

避

難

施

設

等 

条例第 51 条の 2 の適用 
□該 当 

□非該当 

 □適 

□否 
□1   

 

項 目 
認 定 基 準 

の 適 用 
判 定 調査者 

※ 消防確認 備 考 

防 炎 物 品 の 表 示 
□該 当 

□非該当 

□適 

□否 

□１ 

□３ 

  

防 火 対 象 物 点 検 報 告 
□該 当 

□非該当 

□適 

□否 

□１ 

□３ 

  

消 防 用 設 備 等 

の 集 中 管 理 

□該 当 

□非該当 

□適 

□否 

□１   

自 衛 消 防 組 織 の 設 置 
□該 当 

□非該当 

□適 

□否 

□１   

防火管理技能者選任の届出 
□該 当 

□非該当 

□適 

□否 
□１ 
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（その７） 

 

項 目 
認 定 基 準 

の 適 用 
判 定 

調査者 
※ 消防確認 備 考 

危
険
物
製
造
所
等 

危険物の貯蔵又は取扱い 
□該 当 

□非該当 

□適 

□否 
□４ 

  

製 造 所 等 の 

位 置 、 構 造 及 び 設 備 

□該 当 

□非該当 

□適 

□否 

□４   

許 可 
□該 当 

□非該当 

□適 

□否 

□４   

完 成 検 査 
□該 当 

□非該当 

□適 

□否 
□４ 

  

  

項 目 
認 定 基 準 

の 適 用 

適 用 さ れ る 

危 険 物 製 造 所 等 
判 定 調査者 ※ 消防確認 備 考 

危
険
物
製
造
所
等 

危政令第 23 条の適用 
□該 当 

□非該当 
 □適 

□否 

□４   

 

 

 

（その８） 

 

項 目 
認 定 基 準 

の 適 用 
判 定 

調査者 
※ 消防確認 備 考 

少
量
危
険
物
等 

指定数量未満の危険物 

の 貯 蔵 及 び 取 扱 い 

□該 当 

□非該当 

□適 

□否 

□３ 

□４ 

  

指 定 可 燃 物 

の 貯 蔵 及 び 取 扱 い 

□該 当 

□非該当 

□適 

□否 

□３   

少量危険物貯蔵取扱所 

の位置、構造及び設備 

□該 当 

□非該当 

□適 

□否 

□３ 

□４ 

  

 

項 目 
認 定 基 準 

の 適 用 

適 用 さ れ る 

少 量 危 険 物 等 
判 定 調査者 ※ 消防確認 備 考 

少
量
危
険
物
等 

条 例 第 3 4 条 の 4 

の 適 用 

□該 当 

□非該当 

 
□適 

□否 

□３ 

□４ 
  

 

 

 

（その９） 

省略 
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⑬ 
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（その 10） 

 

項 目 
認 定 基 準 

の 適 用 
判 定 

調査者 
※ 消防確認 備 考 

火
を
使
用
す
る
設
備 

水 素 ガ ス を 充 て ん 

す る 気 球 

□該 当 

□非該当 

□適 

□否 

□２ 

□３ 

  

液 体 燃 料 を 使 用 

す る 器 具 

□該 当 

□非該当 

□適 

□否 

□２ 

□３ 

  

固 体 燃 料 を 使 用 

す る 器 具 

□該 当 

□非該当 

□適 

□否 

□２ 

□３ 

  

 

項 目 
認 定 基 準 

の 適 用 

適 用 さ れ る 

火を使用する設備・器具等 
判 定 調査者 ※ 消防確認 備 考 

設
備
・
器
具
等 

火
を
使
用
す
る 

条例第 22 条の 2 の適用 
□該 当 

□非該当  
□適 

□否 

□２ 

□３ 
  

 

項 目 
認 定 基 準 

の 適 用 
判 定 

調査者 
※ 消防確認 備 考 

火
の
使
用
の
制
限
等 

喫 煙 等 
□該 当 

□非該当 

□適 

□否 

□３   

が ん 具 用 煙 火 
□該 当 

□非該当 

□適 

□否 

□３   

化 学 実 験 等 
□該 当 

□非該当 

□適 

□否 
□３   

 

 

（その 11）（その 12）（その 13） 

省略 
（その 14） 

 

項 目 
認 定基 準 

の 適 用 

適 用 さ れ る 

関 係 規 定 
判 定 

調査者 
※ 消防確認 備 考 

耐
火
性
能
検
証
法 

建基令第 108 条の 3 

第 3 項 の 適 用 

□該 当 

□非該当 

 □適 

□否 

□５ 

□６ 

□７ 

  

 

 

（その 15） 

省略 
 

⑭ 

⑮ 



 

項    目 記  入  要  領 

①防火対象物名 

防火対象物名称欄は、申請する防火対象物の名称（防火対象物

全体の統一された名称）を記入します（優マーク規程第１条の２

第１号～第３号に基づき、防火対象物の一部のみ申請する場合に

ついては、当該認定を受けた部分が明確になるよう記入しま

す。）。 

②調査者 
調査者欄は、火災予防条例第１１条の１７第３項に基づき調査

した者の住所、氏名、修了証番号等、修了年月日等を記入します。 

③認定基準の適用 
認定基準の適用欄は、該当がある場合は「該当」の□にレ点を

記入し、該当がない場合は「非該当」の□にレ点を記入します。 

④法第17条の２の５第１項

及び法第17条の３第１項

の適用欄 

消防法第 17 条の２の５第１項の適用欄及び同法第 17 条の３第

１項の適用欄は、規定が適用される場合は「有」の□にレ点を記

入し、適用されない場合は「無」の□にレ点を記入します。 

⑤判定 

判定欄は、適正な場合は「適」の□にレ点を記入し、不備のあ

る場合は「否」の□にレ点を記入させるとともに、備考欄にその

内容及び改修日を記入します。 

⑥調査者 
調査者欄は、調査を行った者の番号（様式第７号（その１）（そ

の２）参照）の□にレ点を記入します。 

⑦必要とされる防火安全性

能を有する消防の用に供す

る設備等の概要 

必要とされる防火安全性能を有する消防の用に供する設備等の

概要欄は、次の例により消防法施行令第２９条の４第１項の必要と

される防火安全性能を有する消防の用に供する設備等の概要を記

入します。 

〔例〕 「パッケージ型自動消火設備（平成１６年消防庁告示第

１３号に適合するもの）」 

⑧適用される消防用設備等 

適用される消防用設備等欄は、消防法施行令第３２条又は火災予

防条例第４７条が適用される消防用設備等の番号（様式第７号（そ

の３）の項目欄 参照）を記入します。 

⑨特殊消防用設備等の概要 
特殊消防用設備等の概要欄は、消防法第１７条第３項の特殊消防

用設備等の概要を記入します。 

⑩適用される消防用設備等

又は特殊消防用設備等 

適用される消防用設備等又は特殊消防用設備等欄は、各項目が 

適用される消防用設備等の番号（様式第７号（その３）の項目欄 

参照）又は特殊消防用設備等の名称を記入します。 

⑪適用される客席・避難通

路 

適用される客席・避難通路欄は、次の例により火災予防条例第

５１条の２が適用される客席・避難通路を記入します。 

〔例〕 「３階劇場の屋内客席」、「７階キャバレーの客席」 

⑫適用される危険物製造所

等 

適用される危険物製造所等欄は、次の例により危険物の規制に

関する政令第２３条が適用される危険物製造所等を記入します。 

〔認定基準適合状況調査結果書記入要領〕 



 

〔例〕 「屋内タンク貯蔵所」、「給油取扱所」 

⑬適用される少量危険物等 

適用される少量危険物等欄は、火災予防条例第３４条の４が適

用される貯蔵取扱所（少量危険物貯蔵取扱所又は指定可燃物貯蔵

取扱所）を記入します。 

⑭適用される火を使用する

設備・器具等 

適用される火を使用する設備・器具等欄は、次の例により火災予

防条例第２２条の２が適用される火を使用する設備・器具等を記入

します。 

〔例〕 「厨房設備」、「水素ガスを充てんする気球」 

⑮適用される関係規定 

適用される関係規定欄は、次の例により建築基準法施行令第１

０８条の３第３項若しくは第４項、第１２９条第１項又は第１２

９条の２第１項が適用される規定を記入します。 

〔例〕 「建基令第１１２条第１項」、「建基令第１２０条」 

記 載 例 共 通 事 項 

 

１ 認定基準の適用がない場合の記入方法 

(1) 認定基準の適用の欄は「非該当」をチェックします。 

(2) 判定の欄は無記入とします。 

(3) 調査者の欄は該当する調査者をチェックします。 

(4) 消防用設備等が自主設置されている場合は、備考欄に「自主設置」と記入します。 

  （記入例１）認定基準の適用がない場合 

項 目 
認 定 基 準 

の 適 用 

法第１７条

の２の５第

１項の適用 

法第１７条

の３第１項

の適用 

判 定 調査者 ※ 消防確認 備 考 

③ ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 
□該 当 

□非該当 

□有 

□無 

□有 

□無 

□適 

□否 

□１ 

□３ 
  

  （記入例２）スプリンクラー設備が自主設置の場合 

項 目 
認 定 基 準 

の 適 用 

法第１７条

の２の５第

１項の適用 

法第１７条

の３第１項

の適用 

判 定 調査者 ※ 消防確認 備 考 

③ ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 
□該 当 

□非該当 

□有 

□無 

□有 

□無 

□適 

□否 

□１ 

□３ 
 自主設置 

 

２ 優マーク規程第４条ただし書きを適用している場合の記入方法 

 調査結果の欄は無記入とし、備考欄に優マーク規程第４条ただし書きを適用している旨を

記入します。（例 防火対象物点検報告、製造所等の定期点検、建築物の定期報告） 

  （記入例３）防火対象物点検報告により優マーク規程第４条ただし書きを適用している場

合 

項 目 
認 定 基 準 

の 適 用 

法第１７条

の２の５第

１項の適用 

法第１７条

の３第１項

の適用 

判 定 調査者 ※ 消防確認 備 考 

③ ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 
□該 当 

□非該当 

□有 

□無 

□有 

□無 

□適 

□否 

□１ 

□３ 
 

告示第４条た
だし書き適用 

 

 

 



 

※ 優マーク規程 

  東京消防庁優良防火対象物認定表示制度に関する規程（平成１８年７月東京消防庁告示第１

２号） 

３ 特例認定を受けている場合の記入方法 

(1) 認定基準の適用の欄は「該当」をチェックします。 

(2) 判定の欄は「適」をチェックします。 

(3) 調査者の欄は該当する調査者をチェックします。 

(4) 備考欄に「特例認定済」を記入します。 

  （記入例４）特例認定を受けている場合 

項 目 
認 定 基 準 

の 適 用 
判 定 調査者 ※ 消防確認 備 考 

防 火 対 象 物 点 検 報 告 
□該 当 

□非該当 

□適 

□否 

□１ 

□３ 
 特例認定済 

注） 特例認定を受けている場合は、防火対象物点検報告により優マーク規程第４条ただし書

きを適用できます。 

 


